
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2021年11月12日

【四半期会計期間】 第31期第２四半期(自　2021年７月１日　至　2021年９月30日)

【会社名】 株式会社ケアサービス

【英訳名】 Care Service Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　福原　俊晴

【本店の所在の場所】 東京都大田区大森北一丁目２番３号

【電話番号】 03-5753-1170(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員　木高　毅史

【最寄りの連絡場所】 東京都大田区大森北一丁目２番３号

【電話番号】 03-5753-1170(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員　木高　毅史

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社ケアサービス(E05440)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第30期

第２四半期
連結累計期間

第31期
第２四半期
連結累計期間

第30期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 (千円) 4,210,026 4,449,208 8,686,688

経常利益 (千円) 96,861 191,760 319,539

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 52,859 119,452 190,776

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 49,996 119,132 187,196

純資産額 (千円) 1,719,968 1,943,981 1,857,126

総資産額 (千円) 3,617,620 3,222,457 3,220,554

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 13.93 31.49 50.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 47.5 60.3 57.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 87,276 164,295 340,835

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △5,664 △49,708 △48,942

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 340,331 △116,052 △274,763

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,375,997 966,791 969,079
 

　

回次
第30期

第２四半期
連結会計期間

第31期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.30 20.70
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による事業への影響については、今後の推移を注視してまいります。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。
　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行により都市部を中心に社会

活動や経済活動が一部制限される中、ワクチン接種の開始に伴い新規感染者数に減少傾向が見え始めたものの、先

行きについては引き続き不透明な状況が続いております。

国内の介護業界におきましては、2021年４月に介護報酬改定が行われ、改定率は介護サービス全体で＋0.7％とな

りましたが、サービスを担う人材を適時適切に確保することは非常に難しく、人件費及び採用コストの上昇が続い

ており、介護人材の採用と定着が引き続き介護事業者の大きな課題となっております。

また、感染力の強い新型コロナウイルスの変異株の拡がりにより、東京都におきましては、７月中旬～９月末ま

で緊急事態宣言が発令され、介護サービスの利用ニーズは高いながらも、感染拡大防止の観点から一部のサービス

で事業活動を制限するなど、今後も感染状況を注視する必要が続いております。

このような状況の下、当社グループは「介護からエンゼルケアまで」の一貫したサービスを提供するための基盤

構築を図ってまいりました。

度重なる緊急事態宣言の発令により、国内事業では、サービスの利用控えが続きましたが、既存事業の合理化・

効率化及び将来の展開を意識した利益確保と、強固なドミナントエリア形成のため、事業所等の新たな展開に向け

て準備を進めてまいりました。また、本社業務のさらなる効率化を進め、経費圧縮を継続しております。なお、国

内既存事業所数は、エンゼルケアの事業所開設による増店１により合計104事業所となりました。

海外事業におきましては、「上海福原護理服務有限公司」のエンゼルケア事業において、エンゼルケアサービス

の認知度の高まりにより、施行件数が順調に増加しております。

その他の事業では、当社グループ子会社である「株式会社ケアサービスヒューマンキャピタル」が、介護業界を

対象とした人材紹介サービスにおいて、緊急事態宣言下の外出自粛による選考プロセスの遅れなどの影響により、

苦戦を強いられました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,449百万円（前年同四半期比5.7％増）、営業利益は178百万

円（前年同四半期比96.3％増）、経常利益は191百万円（前年同四半期比98.0％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は119百万円（前年同四半期比126.0％増）となりました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

（在宅介護サービス事業）

当事業におきましては、デイサービスが新型コロナウイルス感染症拡大により、事業所の休業及びお客様の利

用控えの影響を受け、全体的に厳しい環境が続きました。また、ワクチン接種の開始に伴い介護業界全体で看護

師が不足したことにより、デイサービス及び訪問入浴サービスにおいて人件費が上昇しました。一方で、訪問型

介護サービスである訪問入浴、訪問介護、訪問看護が堅調に推移し、前年同四半期比で増収増益となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,324百万円（前年同四半期比3.2％増）、セグメント利益

は327百万円（前年同四半期比12.4％増）となりました。

（シニア向け総合サービス事業）

当事業におきましては、主力のエンゼルケアサービスでは、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、地域に

よっては葬儀件数等に減少傾向も見られましたが、湯灌の施行件数は増加し増収増益となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,124百万円（前年同四半期比13.7％増）、セグメント利益

は227百万円（前年同四半期比48.9％増）となりました。

 
財政状態は、次のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より１百万円増加し、3,222百万円となりました。

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,403百万円（前連結会計年度末2,404百万円）とな

り、１百万円減少しました。売掛金の13百万円増加、その他の11百万円減少、現金及び預金の２百万円減少が主

な要因であります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、819百万円（前連結会計年度末815百万円）となり、

３百万円増加しました。有形固定資産その他(純額)の増加27百万円、敷金及び保証金の増加５百万円、建物(純

額)の減少５百万円、のれんの減少８百万円、無形固定資産その他の減少16百万円が主な要因であります。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、960百万円（前連結会計年度末1,008百万円）とな

り、47百万円減少しました。未払法人税等の減少21百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少24百万円が主な

要因であります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、317百万円（前連結会計年度末355百万円）となり、

37百万円減少しました。長期借入金の減少37百万円が主な要因であります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,943百万円（前連結会計年度末1,857百万円）とな

り、86百万円増加しました。配当金の支払いによる減少32百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に

よる増加119百万円が主な要因であります。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比較

して２百万円減少し、966百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、獲得した資金は、164百万円（前年同四半期は87百万円の獲得）となりました。これは、主に

税金等調整前四半期純利益191百万円、減価償却費61百万円に対し、仕入債務の減少12百万円、未払金の減少12百

万円、法人税等の支払額95百万円によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は、49百万円（前年同四半期は５百万円の使用）となりました。これは、主に有

形固定資産の取得による支出34百万円、敷金及び保証金の差入による支出10百万円、無形固定資産の取得による支

出４百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動に使用した資金は、116百万円（前年同四半期は340百万円の獲得）となりました。これは、長期借入金

の返済による支出62百万円、配当金の支払額30百万円、リース債務の返済による支出22百万円によるものです。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,800,000

計 16,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2021年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,200,000 4,200,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(グロース)

単元株式数は100株であ
ります。

計 4,200,000 4,200,000 ― ―
 

(注) 発行済株式のうち40,000株は、現物出資(金銭消費貸借契約５百万円)によるものであります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年７月１日～
2021年９月30日

－ 4,200,000 － 205,125 － 138,075
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(5) 【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

有限会社友愛 東京都大田区山王3丁目37-6-311 1,662,800 43.83

福原　俊晴 東京都大田区 542,200 14.29

ケアサービス従業員持株会 東京都大田区大森北1丁目2-3 155,000 4.08

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目2-1 96,000 2.53

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木1丁目6-1 61,211 1.61

楽天証券株式会社 東京都港区南青山2丁目6-21 53,800 1.41

MSIP CLIENT SECURITIES
（常任代理人　モルガン・スタ
ンレーMUFG証券株式会社　証券
管理部長北川晴一）

25 Cabot Square，CanaryWharf，London e14
4QA，U．K．
 （千代田区大手町１丁目9-7大手町フィナン
シャルシティサウスタワー）

49,900 1.31

楠田　卓 埼玉県川口市 45,000 1.18

Ｊ.Ｐ.Morgan　Securities　Plc
Director Andrew Ｊ．Cox
（常任代理人　ＪＰモルガン証
券株式会社　李家　輝）

25 Bank Street Canary Wharf London UK
（千代田区丸の内２丁目７番３号東京ビル
ディング）

42,700 1.12

ケアサービス役員持株会 東京都大田区大森北１丁目2-3 21,300 0.56

計 － 2,729,911 71.96
 

(注) 発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合については、小数点第二位未満を切捨てて表示

しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 406,700
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,791,800
 

37,918 ―

単元未満株式 普通株式 1,500
 

― ―

発行済株式総数 4,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 37,918 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,600株含まれております。又、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数16個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

株式会社ケアサービス
東京都大田区大森北
一丁目２番３号

406,700 - 406,700 9.68

計 ― 406,700 - 406,700 9.68
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、PwC京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 969,079 966,791

  売掛金 1,344,145 1,357,160

  その他 91,679 79,763

  貸倒引当金 △208 △555

  流動資産合計 2,404,695 2,403,159

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 154,059 148,192

   その他（純額） 115,595 143,552

   有形固定資産合計 269,654 291,745

  無形固定資産   

   のれん 55,498 47,148

   その他 115,028 98,811

   無形固定資産合計 170,527 145,959

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 197,818 203,099

   その他 179,926 180,204

   貸倒引当金 △2,068 △1,710

   投資その他の資産合計 375,677 381,593

  固定資産合計 815,859 819,298

 資産合計 3,220,554 3,222,457
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 148,816 136,731

  1年内返済予定の長期借入金 112,514 87,518

  未払費用 261,254 273,437

  未払法人税等 124,477 103,281

  賞与引当金 121,432 124,245

  事業所閉鎖損失引当金 3,376 －

  その他 236,464 235,578

  流動負債合計 1,008,335 960,791

 固定負債   

  長期借入金 75,052 37,526

  退職給付に係る負債 156,354 166,000

  その他 123,686 114,157

  固定負債合計 355,092 317,684

 負債合計 1,363,427 1,278,476

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 205,125 205,125

  資本剰余金 138,075 138,075

  利益剰余金 1,673,263 1,760,473

  自己株式 △148,197 △148,231

  株主資本合計 1,868,266 1,955,441

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △11,139 △11,459

  その他の包括利益累計額合計 △11,139 △11,459

 純資産合計 1,857,126 1,943,981

負債純資産合計 3,220,554 3,222,457
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 4,210,026 4,449,208

売上原価 3,713,106 3,846,747

売上総利益 496,920 602,461

販売費及び一般管理費 ※  406,077 ※  424,146

営業利益 90,843 178,315

営業外収益   

 補助金収入 － 4,143

 助成金収入 1,827 4,341

 奨励金収入 － 3,715

 為替差益 2,690 1,169

 その他 3,608 1,671

 営業外収益合計 8,126 15,040

営業外費用   

 支払利息 2,023 1,425

 その他 84 170

 営業外費用合計 2,108 1,595

経常利益 96,861 191,760

特別損失   

 固定資産除却損 － 0

 特別損失合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 96,861 191,760

法人税等 44,002 72,308

四半期純利益 52,859 119,452

親会社株主に帰属する四半期純利益 52,859 119,452
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 52,859 119,452

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △2,862 △320

 その他の包括利益合計 △2,862 △320

四半期包括利益 49,996 119,132

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 49,996 119,132
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 96,861 191,760

 減価償却費 55,164 61,015

 のれん償却額 10,605 8,349

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △421 △9

 賞与引当金の増減額（△は減少） △17,464 2,813

 事業所閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △898 △3,376

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,314 9,646

 受取利息及び受取配当金 △92 △68

 支払利息 2,023 1,425

 売上債権の増減額（△は増加） △26,324 △12,713

 棚卸資産の増減額（△は増加） 647 3,362

 その他の資産の増減額（△は増加） 7,428 8,923

 仕入債務の増減額（△は減少） 5,954 △12,084

 固定資産除却損 － 0

 未払金の増減額（△は減少） △21,099 △12,291

 未払費用の増減額（△は減少） 3,381 12,182

 未払消費税等の増減額（△は減少） △43,298 10,131

 その他の負債の増減額（△は減少） 15,003 △8,052

 小計 95,786 261,014

 利息及び配当金の受取額 92 68

 利息の支払額 △2,087 △1,423

 法人税等の支払額 △6,515 △95,364

 営業活動によるキャッシュ・フロー 87,276 164,295
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △5,114 △34,621

 無形固定資産の取得による支出 △2,207 △4,531

 敷金及び保証金の差入による支出 △160 △10,610

 敷金及び保証金の回収による収入 2,820 3,913

 長期前払費用の取得による支出 △1,837 △3,857

 その他 833 △1

 投資活動によるキャッシュ・フロー △5,664 △49,708

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 －

 長期借入金の返済による支出 △113,736 △62,522

 自己株式の取得による支出 － △34

 配当金の支払額 △26,516 △30,713

 リース債務の返済による支出 △19,043 △22,782

 長期未払金の返済による支出 △372 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー 340,331 △116,052

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,052 △822

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 418,889 △2,287

現金及び現金同等物の期首残高 957,107 969,079

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,375,997 ※  966,791
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（税金費用の計算方法の変更）

従来、当社及び連結子会社の税金費用につきましては、原則的な方法により計算しておりましたが、当社及び連

結子会社の四半期決算業務の一層の効率化を図るため、第１四半期連結会計期間より連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法に変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。また、法人税等調整額は、「法人

税等」に含めて表示しております。

 
（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

子会社の人材紹介料のうち一定期間内に返済義務がある場合、従来その返金が見込まれる金額につき引当金とし

ていましたが、第１四半期連結会計期間の期首より契約時に収益に認識せず、返金負債を認識する方法に変更して

おります。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間から新たな会計方針を適用しております。

収益認識会計基準等の適用による当第２四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありませ

ん。

なお、収益の分解情報を掲載しておりますが、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020

年３月31日）第28号-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る収益の分解情報は記

載しておりません。

 
（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありま

せん。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理の適用）

（会計方針の変更等）に同一の内容を記載しておりますため、省略しております。
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(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の「第５　経理の状況　１連結財務諸表等　（1）連結財務諸表　注記事項（重

要な会計上の見積り）」に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について重要な変更はありませ

ん。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

給与手当 162,196千円 163,127千円

賞与引当金繰入額 10,445 9,795 

退職給付費用 1,252 1,345 

貸倒引当金繰入額 △82 △9 
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

現金及び預金 1,375,997千円 966,791千円

現金及び現金同等物 1,375,997 966,791 
 

　

(株主資本等関係)

　　前第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日
定時株主総会

普通株式 26,553 7.00 2020年３月31日 2020年６月24日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

　　当第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日
定時株主総会

普通株式 32,242 8.50 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

在宅介護サー
ビス事業

シニア向け総
合サービス事

業
計

売上高      

外部顧客への売上高 3,221,267 988,758 4,210,026 － 4,210,026

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 3,221,267 988,758 4,210,026 － 4,210,026

セグメント利益 290,971 152,939 443,910 △353,067 90,843
 

(注) １. セグメント利益の調整額△353,067千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△353,067千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

在宅介護サー
ビス事業

シニア向け総
合サービス事

業
計

売上高      

外部顧客への売上高 3,324,809 1,124,399 4,449,208 － 4,449,208

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 5,501 5,501 △5,501 －

計 3,324,809 1,129,900 4,454,709 △5,501 4,449,208

セグメント利益 327,085 227,785 554,871 △376,556 178,315
 

(注) １. セグメント利益の調整額△376,556千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△376,556千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

    （単位：千円）

 

報告セグメント

合計在宅介護

サービス

シニア向け

総合サービス
計

通所介護 2,178,237 - 2,178,237 2,178,237

訪問入浴 614,790 - 614,790 614,790

居宅介護支援 198,460 - 198,460 198,460

訪問看護 72,097 - 72,097 72,097

エンゼルケア - 975,225 975,225 975,225

クリーンサービス - 99,054 99,054 99,054

その他 261,223 50,119 311,342 311,342

顧客との契約から生じる収益 3,324,809 1,124,399 4,449,208 4,449,208

外部顧客への売上高 3,324,809 1,124,399 4,449,208 4,449,208
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益 13円93銭 31円49銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 52,859 119,452

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

52,859 119,452

普通株式の期中平均株式数(株) 3,793,319 3,793,242
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2021年11月12日

株式会社ケアサービス

取締役会　御中

 

PwC京都監査法人

東京事務所
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田　村　　　仁 印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田　口　真　樹 印

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケア

サービスの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から

2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケアサービス及び連結子会社の2021年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・   　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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